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定 例 会 議 会 議 録

開 催 日 時 令和８年５月13日（水）午前10時00分 ～ 午前11時30分

開 催 場 所 特別会議室、公安委員会室

区 分 主 管 部『 全 体 会 議 』 議 題 ・ 要 旨

警 務 部【報 告 事項 】 １ 宮城県警察「将来を見据えた警察組織の構造改革及び優秀な

について警察職員確保対策推進本部」の制定

先般、警察庁から「将来を見据えた警察組織の構造改革及び

優秀な警察官の確保に向けた取組について」との通達が発出さ

れた。本通達は警戒の空白の後継的な位置付けであり、警戒の

空白による所要の取組により定着してきた警察力最適化サイク

ルに加え、今後更に５年後、10年後の社会情勢を見据えた中長

期的な視点に立って、今後取り組むべき事項を検討し、これを

計画的に実施するべく指針等が策定されたものである。同通達

により、警察庁では長官を長とする推進本部が設置され、各都

道府県警察においても推進体制を構築し、各種取組を講じてい

くように指示がなされている。

主な任務として、警察組織の構造改革と優秀な警察職員確保

に分けて策定しており どちらも基本的には警察庁が示した 構、 「

造改革の着眼点」の４本柱 「優秀な警察官確保の緊急対策プラ、

ン」の３本柱に沿って任務を遂行するものである。

なお、構造改革の任務についてはこの４本柱に加え、警戒の

空白により定着しつつある、警察力最適化サイクルの継続的な

取組を盛り込み、引き続き体制を不断に点検して警察の執行力

が最も効果的に発揮されるよう改善を図っていくことも任務と

している。

体制については、本部長を長とする推進本部を筆頭とし、そ

の下部に警務部長を長とする幹事会、その下部に警務課企画官

を長とするワーキンググループを設置し、ワーキンググループ

の下部に、警察庁から示される指針等に応じて関係部局等で構

成するプロジェクトチームを立ち上げて検討していくこととし

ている。

今後の方針について、警察庁や他県警察の動向等を注視しつ

つ、宮城県警察の実情等を踏まえながら具体的な検討を進めて

まいりたい。

委 員：今回の通達で将来を見据えた警察組織の構造改革

と優秀な警察職員確保対策が一緒に発出されてい

るがそこに何か意味はあるのか。また、警戒の空

白も分かるが、この３点を結ぶ背景事情があれば

教示願いたい。

警務部長：警戒の空白に関してはこれまでも進めてきたとこ

ろ、安倍元首相の事件を契機として、警察業務の

様々な空白について集中的に進めてきたもので、

今後構造改革の中に含まれていくものである。構

造改革と優秀な警察職員の確保については、一見

異質な事項に思われがちなところ、人口減少等の

社会構造が変化している中、様々な事象に対応し

ていく組織づくりと優秀な職員の確保は双方重要

検討していであるため、相互に関連付けながら、

くという趣旨である。

委 員：先般採用試験の志願者が200人のところ、採用数

は40人とのニュースを見て、非常に競争率が高い
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と感じた。また、最近インターネットで採用の応

募が始まったとの広告を見る機会が増え、採用活

動の新しい動きも感じたところであるが、これら

も優秀な警察職員確保と関係しているとの認識で

いいか。

警務部長：そのとおり。これまで個別に行われてきた施策を

整理して、しっかりとした枠組みの中で進めてい

くという趣旨である。

委 員：今回の枠組みができたことによって、予算が取り

やすくなったりするのか。

警務部長：国は国、県は県の予算を請求していく中で、今回

の枠組みによって、県に対して予算の必要性があ

ることの説明の後押しにはなるものと思われる。

委 員：そういった意味では今回の通達でもう少し具体化

した部分が見えてきてほしいという思いはあるが

今後の活動に期待したい。

警務部長：承知した。

委 員：いい取組だと思うので、他県と情報共有しながら

しっかりと進めていただきたい。

警務部長：承知した。

地 域 部

２ 第42回「仙台・青葉まつり」に伴う雑踏警備の実施について

仙台・青葉まつりは 「仙台・青葉まつり協賛会」が主催と、

なり、例年２日間の日程で開催され、１日目は「仙台すずめ踊

」、り が中心の宵まつり ２日目は 本まつりの 仙台」 、 、 「 山鉾巡行

・武者行列」が行われる。「政宗公神輿渡御

本年の開催日は、５月16日、17日に定禅寺通や西公園など仙

台市内中心部で開催される予定であり、人出については、主催

者側ではコロナ禍前と同程度の「約97万人」を見込んでいる。

警備体制については ２日間で警察官232名 自主警備1,731名、 、

の合計1,963名で雑踏警備に臨む予定であり、交通規制につい

ては、定禅寺通は宵まつりが12時から20時30分まで、本まつり

が11時から16時30分まで車両通行止め、東二番丁通は本まつり

のみ北進道路が11時30分から15時30分まで車両通止めにする予

定である。

昨年との主な変更点について、１点目は定禅寺通が現在歩道

拡幅工事中で工事が完了しておらず、特に国分町交差点から西

側は歩道が狭い状態であることから、一方通行や警備員等を増

員して停滞させない対応を検討中である。２点目は神輿神事の

場所の変更である。昨年は定禅寺通で安全祈願の神事を行った

が本年は仙台市役所の南側の表小路で行う予定である。３点目

は桟敷席の増設である。今年は外国人観光客も増加するとの見

通しであることから、有料の桟敷席を増やして対応することと

している。また、先日西公園近くの広瀬川でクマの目撃があっ

たことから、主催者、関係部局との連携を密にして雑踏事故を

始め各種事件事故の未然防止に努めてまいりたい。

『 個 別 審 議 等 会 議 』区 分

総 務 課【決 裁 事項 】 １ 苦情の受理について（２件）

総 務 課２ 苦情の調査結果及び通知案について
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警 務 課３ 「宮城県公安委員会等における情報通信技術を活用した行政

の推進等に関する規則」の改正等について

生活安全企画課４ 風俗営業者に対する風俗営業及び飲食店営業の営業停止命令

について

警 備 課５ 警察職員の援助要求について（２件）

運転免許課６ 道路交通法の規定に基づく意見の聴取等

広報相談課【報 告 事項 】 １ 警察に対する苦情について（令和８年４月末現在）


